
　市内のとある広い畑。県内でも珍しい本格
的なレタス栽培に取り組む若者たちがいちき
串木野市にはいます。
　黙々と作業する彼らは新規就農者。1年前
に農業を始め、今年初めて収穫を迎えました。

　収穫は、包丁でレタスを根元から切り、切り口
から出る汁でレタスが変色しないように、１個１
個丁寧に水で切り口を洗います。
　また、少しでも虫に食べていられそうだったり、
傷みがありそうなものは、容赦なく包丁で二つに
割って捨てます。何だかもったいない気もします
が、品質がそのまま市場や取引先の信頼につなが
るだけに作業は気が抜けません。収穫したレタス
はその場でケースに詰めてすぐに出荷です。

農業の魅力
　昨年、新規就農した人は西中間さん、出口さん、
窪田さん、松田さんの４人。就農した理由は、「農
業は地に足がついた仕事をしていると感じる」「農
業は自然相手なのでこうすれば 100％というのが
ないのがいい」「他の産業にはない魅力がある」
など、自然を相手にすることが楽しみや喜びだっ
たり、「農業は収入が選べる」「農家カフェを開き
たい」など自分の目標や夢を叶えるためだったそ
うです。そのため脱サラし、農家への道を選択し
ました。

不安はある
　いちき串木野市に転入する前に長野県の農業法
人で働いていて、今回独立した松田健さん以外の
３人は、本格的に農業をするのは初めて。転職に
迷いはなかったものの、収入面の不安は付きまと
うと言います。育成がうまくいくか、こんな時は
どうすればいいのか、技術やコツといった面でも
不安があります。
　また、栽培のほか、資材の手配や集荷場までの
運搬もしなければならない。物産館やスーパーに
納入するときは、ラップで一個一個包装する作業
もあり、必ずしも栽培だけしていたらいいという
わけではないようです。

シリーズ　まち・ひと元気⑭
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レタス栽培への特化
　当初、松田さん以外の３人は少量多品目を栽培
しようと考えていましたが、今年１月、本市と青
果卸の㈲かねやまとの間で、野菜の生産や出荷に
関する協定を結んだことで、考えが変わります。
　業務用のレタスを大量に必要とする同社の需要
に応える形で、松田さん以外の３人もレタス中心
の栽培へ転換しました。
　松田さんは「単品だと効率化を図りやすい」と
栽培品目をレタスに絞るメリットを話し、多品目
を栽培すると、資材や労力、栽培知識・情報もそ
れだけ必要になり、収益をあげることの大変さを
挙げます。
　また、同社が市来に集荷場を設置したおかげで、
わざわざ鹿児島市までレタスを運ぶ手間が省ける

ようになりました。
レタス栽培に初めて
取り組む出口さん
は、「空いた時間は
栽培に集中して取り
組めるので助かる」
と、技術や知識の習
得に余念がありませ
ん。

「売ってこその農業」
　松田さんは、長野県の農業法人で売り上げを 5
倍以上に伸ばした自らの経験から「作ってなんぼ
の農業はわがままだ」と言い、農業で生計を立て
ようとしたら、需要を考えて作ることの必要性を
説きます。
　通常、レタスは長野県など涼しい地域で夏に多
く作られていますが、「厳冬期の１～ 2月は栽培
が難しい時期で、他の人が作らないこの時期にど
れだけ作れるかが大事」と話します。
　綿密な出荷計画、温暖な鹿児島なら厳冬期でも
作れるという技術と経験に裏付けされた確信、そ
れに長野の農業法人で培った人脈を活かし、販売
ルートも確保をしたうえで、今大規模なレタス栽
培を進めています。

いちき串木野をレタスの産地に
　松田さんは昨年の 12 月から５月連休明けまで
の間、毎日約 100 ケース（約１トン）のレタスを
㈲かねやまに出荷しています。毎日大型トラック
1台分、約 700 ～ 800 ケース出荷できるようにな
ると「産地」と呼ばれるそうです。
　そのため、松田さんも今年土地を新たに借り、
出口さんも将来的に農地を拡大したいという希望
を持つなど、レタスの産地化を目指しています。

㈲かねやまとの協定式
� （H26.1.22）
「農家の収入を安定させ『農業は
おもしろい』というようになる
よう、農家と一緒に目指したい」
【㈲かねやまコメント】

　新規就農した４人の中では一番若いが、長野県の農業
法人でレタスの栽培から販売まで手掛けて売り上げを大
幅に伸ばしたり、新規就農者を独立させたり、静岡に農
業法人を立ち上げた経験もある。いってみれば大規模農
業のプロ。海が近くにないところに住んでいたので「シー
ズンオフには子どもと海で遊びたい」とも。

　松田さんの畑に技術指導を受けにきた新規就農者の西
中間さんと出口さんにコツを教える。松田さんは出口さ
ん達の畑を見に行くなど気に留める。出口さん達は「松
田さんの存在はとてもありがたい」と話す。

農業法人から独立

� 松田　健 さん

「農業で大事なのは情報」
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増える就農者
　ここ何年も異業種からの新規就農者がいなかっ
た本市ですが、昨年４月に就農した松田さんや出
口さん達４人に続いて、今年松㟢智也さん１人、
来年も３人ほど就農予定の青年がいます。
　国が新規就農者と地域の農業を守るため平成
24 年に打ち出した施策が就農希望者のニーズに
合致した結果です。担い手農業者とも言われる認
定農業者 37 人という本市にとっては驚くべき新
規就農者の数です。

がんばれ農家
　地域に活力を与えたり、国土の保全、四季折々
の畑や水田の美しい景観、水源のかん養など、農
業や農地の持つ機能を維持する役割を、農家は意
識しなくても背負っています。
　そして、シーズンともなれば毎日朝早くから日
暮れまで、暑い日も寒い日も関係なく作業に明け
暮れます。害虫や病気の心配。そして国内の他の
産地や外国産との価格競争、それに対抗するため
の高い品質と安全性が今の農業には求められま
す。

　農業経験の差はあれ、困難は予想しながらも今
までのキャリアを捨て、自らの夢を叶えるために
農業という選択をした４人。
　取材中、レタスを手にしたとき一瞬だけ、ほっ
としたような表情が見えたのが印象的でした。
　己と未来を信じ、今日も畑で汗を流す彼らに声
援を送りたい。がんばれ農家！

新規就農者の横顔

出口勝彦さん

　就農前は商社マン。商
社での仕事をやりつくし
た感もあり、「地元に根
差した仕事がしたい」と
就農。「人を雇用し、規
模拡大を図り、ゆくゆく
は趣味の焙煎を生かした農家カフェを開きたい」
と落ち着いた口調で話します。

西中間俊和さん

　「小さいころから好き
だった」農業に転職し、
元気いっぱいの西中間さ
ん。「自分自身の努力と
判断で生産活動を行うこ
とにやりがいを感じる」
と話します。

窪田真太郎さん

　中学生の頃、花の園芸
で植物を育てることに楽
しみを覚えた窪田さん。
農業への強い好奇心を抑
えられず、就農を決意。
「農業に完成品はない」
といいものを作ることに情熱を燃やしています。

レタスの産地化を目指す松田さんの畑
18

seisaku1
四角形



Ｑ　農業ってそもそも何？
Ａ　�　大きく分けると農作物を作る耕作と牧畜に
なります。農作物は穀物や野菜などの食料だ
けでなく、切り花などの装飾物、バイオ燃料
の原料、ゴムや生薬など各種原材料も農作物
になります。農業の発展があって文明が発展
したとも言われており、人が生きていくうえ
で根幹をなす産業です。

Ｑ　市内に農家はどれくらいいるの？
Ａ　�　家計の半分以上を農業で賄う農家は、平成
22 年の国の調査によるとわずかに 70 戸。農
業以外で生計を立てていたり、自家消費の分
だけ耕作する農家を加えても 1,122 戸と、市
内の全 13,000 戸に比べると１割もいないレ
アな職業と言えるかもしれません。

Ｑ　市内ではどんな作物が栽培されているの？
Ａ

Ｑ　農家になるにはどうすればいいの？
Ａ　�　相談窓口や農業体験、農業大学校などのほ
か、各種支援策が用意されています。興味の
ある方はご相談ください。

　　相談窓口
　　・全国新規就農支援相談センター☎03-6910-1133
　　・鹿児島県農業・農村振興協会☎099-213-7223
　　・市役所農政課　　　　　　☎ 32-3111

農地と資金－就農環境が大きく改善
　就農を希望する人が農地を持っていない場合、借りるのが一般的です。ただ、農業で生計
を立てようとすると、広いまとまった農地と経営が軌道に乗り生活が安定するまでの資金が
必要で、それが就農を妨げる原因の一つとなっていました。
　それを、平成24年に国が青年の新規就農者の支援事業を立ち上げ、土地と資金の問題を
解決しました。
　具体的には、地域の将来の農業について、その地域の農家や関係者が話し合って作成する
「人・農地プラン」に新規就農者がその地域の担い手として認められると、市が新規就農者
の代理人として地主との交渉や煩雑な事務を引き受け、新規就農者が農地を借りやすくなり
ました。
　また、農業大学校や農業法人などで、就農を準備する間（最長２年）と就農後５年間は資
金的な支援を国から受けられるようになりました。
　今回ご紹介した出口さんと西中間さんもこの制度が就農を後押ししたと話します。
　また、今年度は農地中間管理機構の業務が始まる予定です。これは、高齢で農業を続けら
れなくなった農地や、農地に復元可能な耕作放棄地などを貸したい人から、農地中間管理機
構が農地を借り受けて希望者に貸し出すもので、規模を拡大したい人や新規就農者にとって
は農地を借りられる手段が増えることになります。

平成 23 年度農作物生産量
農作物 生産量（ﾄﾝ） 作付面積 (ha)
米 1,600 327

温 州 みかん 1,263 94
さ つ まいも 819 31
ぽ ん か ん 505 34
ば れ いしょ 362 26
サワーポメロ 252 14
か ぼ ち ゃ 221 21
ゴ ー ヤ 127 7
で こ ぽ ん 110 4
ね ぎ 67 6
そ ら ま め 60 6
ほうれんそう 25 3
い ち ご 21 2

麦 4 2
マ ン ゴ ー 2 0
び わ 1 1

出典：平成 24年度鹿児島・日置地域農林水産業の動向
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